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本学の安孫子信教授も参加する「プロジェクト・ベルク
ソン・イン・ジャパン」により開催された国際シンポジウム、その二〇一五年度の発表をもとに本書は構成されている。　
このシンポジウムの主題であるベルクソン第二の主著
『物質と記憶』は、心身問題の解決を目指して書かれた著作であり、一八九六年に出版されたも だ。 『物質と記憶』執筆時にベルクソンが利用できた科学的知見の多くは機械論・決定論的なものであり、心的なものの非決定性 「持続」として規定したベルクソンにとって、受け入れることのできないものであっ 。しかし、一世紀以上の年月を経た現代の科学は、量子力学に見られるように、非決定性を認めている。また、科学（知性（が空間を無限 分割可能なものと見なすことへのベルクソンの批判も 空間を場としてとらえるような巨視的な見方を科学がするようになってきていることから、もはやかつてほどの意味をもたなく 【図書紹介】『ベルクソン『物質と記憶』を解剖する』（平井靖史・藤田尚志・安孫子信編
　
二〇一六年
　
書肆心水）
松本
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なった。それゆえ、現代科学の発展は、ベルクソン哲学を無用の長物にしたと見なすことも可能である。しかし他方で、科学がベルクソン哲学の主張にようやく追いついただけだという見方も可能である。これら二つの観点から、 『物質と記憶』という書 を切り分け 新たに再構築しようというのが本書の基本的な理念となっている（本書巻末に載せられた、エリー・デューリング ポール＝アントワーヌ・ミケルによる「われらベルクソン主義者
　
京都宣言」
に、この理念はま められて る（
。
　
心身問題といえば、科学だけでなく、分析哲学との関係
も忘れられてはな ない。バ イント の発表では、ベルクソン研究者も分析哲学から学ぶべきだという態度を示しつつも、なぜ分析哲学においてベルクソンの研究が無視され続けてきたのかという点 つ 、ひとつの考えを示していて興味深い。それは、バートランド・ラッセルが、ベルクソン哲学を批判していたにもかかわ ず、心身問題に関して最終的にはベルクソン 同様の主張をするにいたっており、 かもその主張をベルクソンに帰することをしなか たというものだ。他にも生態学的心理学のＪ・Ｊ・ギブソンとの関係など、心の哲学を専攻 するのにとっても意味のある書物と っ いる。
